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は終戦後に海外か ら帰って来た貧 しい人々のバラック村、いわゆる 「解放村」が目につく。ここから漢江
を渡ると 「牛眠山」までは1970年 以降新しく開発 された高層アパー トや現代的なビルが並ぶ。すなわち、
北岳山から南の牛眠山まではソウル608年 の歴史を物語る 「ソウルの景観断面」と言えるであろう。
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造 り」 という点で重要な歴史的意味がある」と評価 している。報告者も触れているように、高
宗皇帝は 「光武改革」と呼ばれる改革を推進 したが、そもそも一般にこの改革は王権権力の強
化を目指 した多分に反動的な性格も帯びていたとされるものである。かかる光武改革の一環と
しての都市計画を 「近代化」 とのみ規定 してよいのだろうか。また、同時期の都市計画がパ リ
や東京の都市計画に類似 している、あるいは植民地初期の都市整備が朝鮮王朝期の道路の延長 ・
直線化にあった、とい う報告者 自身の指摘を考慮するならば、開港期 と植民地期には一定の連
続性も存在 していたのではないかという疑問が残る。
第二点は、植民地期ソウルにおける民族的な住み分けについての評価である。ソウル南部地








れ ることで、ソウルの歴史的変容をより豊かに把握 しうる可能性もあるのではないかとい う印
象を抱いた。
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